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歯
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大
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の
楽
し
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を
学
ぶ
プ
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グ
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に
よ
り
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の
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
す
る
。
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長
岡
技
術
科
学
大
学

	

戦
略
的
人
事
制
度
で
大
学
の
将
来
を
担
う

	

若
手
研
究
者
を
発
掘
、支
援
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す
る
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発
見
！
国
立
大
学

	

静
岡
大
学
／
京
都
教
育
大
学
／
福
島
大
学
／
鳴
門
教
育
大
学
／
鹿
児
島
大
学

	

政
策
研
究
大
学
院
大
学
／
信
州
大
学
／
小
樽
商
科
大
学
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今
、学
生
は
！

	

愛
媛
大
学
／
二
宮
翔
会

	

弘
前
大
学
／
人
文
学
部
金
融
論
ゼ
ミ

	

金
沢
大
学
附
属
高
等
学
校
／
直
江	

綾
太
郎
さ
ん
＆
小
菊	

聡
一
郎
さ
ん

	

九
州
工
業
大
学
／
衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

会
長
に
山
極
京
都
大
学
長
を
選
出

2
0
1
7
年
6
月
14
日（
水
）に
平
成
29
年
度
第
1
回
国

立
大
学
協
会
総
会
を
開
催
し
、役
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
改
選
を
行
い
、会
長
及
び
副
会
長
な
ど
新
た
な
役
員
が

就
任
し
ま
し
た
。
新
役
員
の
任
期
は
、2
0
1
9
年
6
月

に
開
催
さ
れ
る
総
会
ま
で
で
す
。

会
長（
理
事
）

　

山
極　

壽
一　

京
都
大
学
長
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会
長（
理
事
）
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茶
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）
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長
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事
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和　

豊
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北
海
道
大
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長

　

蛇
穴　

治
夫　

北
海
道
教
育
大
学
長

　

岩
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明　

岩
手
大
学
長
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島　
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直　
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長
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玉
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長
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史　

千
葉
大
学
長
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潟
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長
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福
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豊
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西
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長
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長
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長
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革
の
中
で
、
中
等
教
育
と
大
学
の
基
礎
・

教
養
教
育
、
専
門
教
育
、
大
学
院
教
育
を

適
切
に
つ
な
ぐ
こ
と
、国
内
外
の
学
生
の

流
動
性
を
高
め
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
す
。

留
学
生
の
受
入
れ
拡
大
の
た
め
に
は
、授

業
の
多
言
語
化
や
留
学
生
宿
舎
の
充
実
な

ど
が
不
可
欠
で
す
。
地
方
創
生
の
核
と
な

る
た
め
に
は
、行
政
や
産
業
界
と
の
連
携

を
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
科
学

力
の
強
化
へ
向
け
て
、研
究
費
の
増
加
、若

手
研
究
者
の
雇
用
促
進
、世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
研
究
拠
点
の
増
強
を
図
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、大
学
の
自
己
資

金
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
寄
付
や
投
資
を
呼

び
込
む
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
す
。

　

国
立
大
学
協
会
は
、こ
れ
ら
の
改
革
を

促
進
す
る
た
め
に
、こ
の
た
び「
国
立
大
学

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
強
化
」の
提
言
を

行
い
、「
高
等
教
育
に
お
け
る
国
立
大
学
の

将
来
像
」の
中
間
ま
と
め
を
発
表
し
、「
本

格
的
な
産
学
官
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
推

進
」の
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
提
言
等
に
基
づ
き
、国
立
大
学
協
会
は
、

高
い
付
加
価
値
を
生
み
出
す
国
立
大
学
を

目
指
し
て
、一
層
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

交
付
金
が
削
減
さ
れ
る
中
、教
職
員
数
の

削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
、教
育
研
究
基
盤

の
劣
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
を
国
会
議
員
や
知
事
・
市
町
村
長
、経
済

界
な
ど
各
方
面
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
結

果
、第
３
期
に
は
運
営
費
交
付
金
の
削
減

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
な
る
増
額
を
確
保
し
改
革
を
加

速
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
は
ま
ず
、国
立
大
学
が
国
か
ら

多
額
の
支
援
を
受
け
て
い
る
高
等
教
育
機

関
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、そ
の
役
割

と
成
果
を
納
税
者
に
き
ち
ん
と
説
明
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
学
に
と
っ
て

最
も
大
切
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
学
生

で
す
。
地
球
の
将
来
を
担
う
世
代
が
多
様

な
能
力
を
発
揮
し
、社
会
の
発
展
と
調
和

あ
る
共
存
を
達
成
で
き
る
よ
う
、あ
ら
ゆ

る
努
力
を
す
る
べ
き
で
す
。
日
本
の
大
学

進
学
率
は
国
際
的
に
決
し
て
高
く
は
な
く
、

留
学
生
や
社
会
人
学
生
の
数
も
少
な
い
な

ど
、大
学
は
十
分
に
多
様
な
交
流
と
学
び

の
場
と
な
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
国

立
大
学
は
他
大
学
と
密
接
な
連
携
を
取
り

つ
つ
、特
に
教
育
の
質
保
証
、国
際
化
、産

学
連
携
と
い
う
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

教
育
面
で
は
、高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

　

国
立
大
学
は
、法
人
化
以
来
第
3
期
の

中
期
目
標
期
間
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
の
改

革
を
踏
ま
え
大
き
な
飛
躍
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
86
の
国
立
大
学
は
、規
模
、分
野

な
ど
非
常
に
多
様
で
す
が
、そ
の
多
く
は

1
9
4
9
年
の
国
立
学
校
設
置
法
に
よ
っ

て
、教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
た
め

に
各
都
道
府
県
に
一
大
学
を
置
く
と
い
う

方
針
の
下
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の

国
立
大
学
は
大
学
院
を
持
ち
、全
国
の
大

学
院
学
生
の
7
割
近
く
が
学
ぶ
、日
本
の

研
究
力
の
中
心
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、附

属
病
院
は
、先
端
医
学
や
地
域
医
療
の
中

核
と
し
て
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
国
立
大
学
の
多
様
性
と
先
端
性
を
生
か

し
つ
つ
、い
か
に
時
代
の
要
請
に
応
え
て

い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
は
今
、第
４
次
産
業
革
命
の
時
代

を
迎
え
、超
ス
マ
ー
ト
社
会
、高
度
知
識
基

盤
社
会
の
構
築
へ
向
け
て
歩
み
始
め
て
い

ま
す
。
政
府
も
日
本
再
興
戦
略
、ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
、未
来
投
資
戦

略
な
ど
を
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
し
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
地
方
創
生
に
つ
い

て
大
学
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
第
１
期
、２
期
の
中
期
目
標

期
間
に
お
い
て
、国
立
大
学
は
様
々
な
改

革
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、毎
年
運
営
費

国立大学が高い付加価値を生み出せるよう
改革を促進してまいります。

京都大学長  山極 壽一 （やまぎわ	じゅいち）
〔任期〕2017年6月14日～2019年6月総会

新会長挨拶
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過
去
10
年
以
上
に
わ
た
る
運
営
費
交
付
金
の

減
少
は
、そ
れ
を
補
う
た
め
に
払
わ
れ
た
各
大
学

の
様
々
な
経
営
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
の
科

学
研
究
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
人
件

費
抑
制
の
た
め
に
退
職
教
員
の
後
任
補
充
を
控

え
る
な
ど
し
た
結
果
、教
員
の
高
齢
化
が
進
む
一

方
、任
期
付
き
雇
用
が
増
え
、特
に
若
手
研
究
者

の
精
力
的
な
教
育
研
究
活
動
を
阻
害
し
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば

研
究
環
境
は
さ
ら
に
悪
化
し
、新
し
い
研
究
成
果

や
論
文
数
の
減
少
、ひ
い
て
は
新
し
い
技
術
や
産

業
の
発
展
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
若
手
研
究
者
を
巡
る
状
況
に
対

し
、政
府
は
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
の
導
入
や
若

手
教
員
の
積
極
的
な
採
用
を
支
援
す
る
政
策
を

推
進
し
、各
大
学
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
を
育

成
す
る
た
め
の
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
号
で
紹
介
す
る
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
長
岡

技
術
科
学
大
学
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、ま
た
、ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
の
大
隅
良
典
先
生
、
梶
田
隆
章
先

生
と
若
手
研
究
者
に
よ
る
座
談
会
企
画
は
、大
変

興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

秋
田
大
学
長

山
本 

文
雄

【
特
集
】	

若
手
研
究
者
の
育
成

国
と
大
学
が
連
携
し
、

研
究
環
境
を
整
備
。

　国立大学における本務教員（常勤職員）のうち、40歳未満の教員の割合は年々減少
している。さらに、40歳未満の教員のうち外部資金等による任期付きの雇用は増加
している。
　こうした不安定な雇用状況は、博士課程進学者の減少や、研究者の発想に基づく長
期的な研究を困難にしており、若手研究者の研究環境整備が求められている。
　内閣府が定める第５期科学技術基本計画では、2020年度までに、40歳未満の大
学本務教員の数を１割増加させるとともに、将来的に、大学本務教員に占める40歳
未満の教員の割合が3割以上となることを目標としている。

1983

45％

40％

35％

30％

25％

20％
1989 1995 2001 2007 2013

（年度）

2016年度

2007年度

63%

39%

（人）

任期付き 任期無し

0

6,853人 10,814人

10,000 15,000 20,0005,000

10,650人 6,270人

（出典）文部科学省「学校教員統計調査」（各年）

■ 国立大学本務教員のうち40歳未満の教員が占める割合　

1983

45％

40％

35％

30％

25％

20％
1989 1995 2001 2007 2013

（年度）

2016年度

2007年度

63%

39%

（人）

任期付き 任期無し

0

6,853人 10,814人

10,000 15,000 20,0005,000

10,650人 6,270人

（出典）文部科学省調べ

■ 国立大学における40歳未満の教員の雇用形態
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ノーベル賞受賞者のうち日本の大学出身者は25人。その全てが国立大学出身であり、 
国立大学の高い研究力の成果が表れています。一方で、2017年にイギリスの科学雑誌 

『ネイチャー』が日本の科学研究の失速を指摘するなど、これまでのような成果を今後も出
し続けられるかどうか疑問視する声もあがっています。日本が高い研究力を維持するため
には、次代を担う若手研究者の育成が不可欠です。若手研究者が活躍できる社会であるた
めに、科学は社会の中でどうあるべきか。何が若手研究者の研究を妨げているのか。ノー
ベル賞受賞者と若手研究者、それぞれの立場から語っていただきました。

科学は「人類の知を広げる文化」
研究者を育む社会であってほしい

国立研究開発法人
国際農林水産業研究センター 研究員

前野 ウルド 浩太郎

東京大学 大学院理学系研究科
 物理学専攻 助教

高山 あかり

2015年ノーベル物理学賞受賞
東京大学 卓越教授

梶田 隆章
2016年ノーベル生理学・医学賞受賞
東京工業大学 栄誉教授

大隅 良典
［座談会］



大隅 良典 栄誉教授 （東京工業大学 細胞制御工学研究センター長）

分子細胞生物学者。2016年、「オートファジー（自食作用）のメカニズムの発見」により、ノー
ベル生理学・医学賞受賞。1980年代後半から酵母を使った研究を開始し、当時は「細胞内のゴ
ミため場」と考えられていた液胞の働きについて探り始める。その後、液胞内で起こる分解機
構を解き明かし、オートファジー研究にブレイクスルーをもたらした。さらに、植物細胞や動
物細胞の研究者も迎え入れて、オートファジーを生命科学の一大分野として切り開く。日本学
士院賞、京都賞、ガードナー国際賞など受賞多数。2016年、文化勲章受章。

5

科
学
的
な
興
味
に
従
っ
て

「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」の
が
研
究
者

︱
︱
知
識
基
盤
社
会
の
到
来
な
ど
社
会
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
、我
が
国
が
今
後
も
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、自
由
な
発
想
に
基
づ

く
基
礎
研
究
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
担

い
手
と
な
る
若
手
研
究
者
の
活
躍
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、雇
用
の
不

安
定
化
な
ど
に
よ
り
、研
究
者
を
目
指
す
若

者
が
減
少
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ

て
い
る
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
今
は
学
部
生
や

大
学
院
生
の
指
導
を
し
な
が
ら
、自
分
の
研

究
も
同
時
進
行
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た

先
生
方
に
も
そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
と
思

う
の
で
、若
い
頃
の
体
験
談
を
う
か
が
え
た

ら
幸
い
で
す
。

　

私
は
も
と
も
と
小
学
校
や
中
学
校
、高
等

学
校
の
教
員
に
な
り
た
く
て
、福
島
大
学
の

教
育
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
勉
強
す
る
う

ち
に「
教
員
に
な
る
の
な
ら
、も
っ
と
高
い
レ

ベ
ル
の
学
力
が
必
要
だ
」と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、大
学
院
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
数

学
、天
文
学
、宇
宙
線
な
ど
興
味
の
あ
る
分
野

は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で
す
が
、結
果
的
に

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
で
表
面
物
性

リ
カ
の
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
で
、サ
バ
ク
ト
ビ
バ
ッ

タ
の
生
態
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
サ

バ
ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
は
、人
類
史
上
で
最
古
の

害
虫
と
い
わ
れ
、聖
書
に
も
記
述
が
あ
り
ま

す
。
約
10
年
に
一
度
の
割
合
で
大
発
生
を
し

て
農
作
物
を
食
い
荒
ら
し
、深
刻
な
飢
饉
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

モ
ー
リ
タ
ニ
ア
で
は
大
発
生
し
た
サ
バ
ク

ト
ビ
バ
ッ
タ
に
殺
虫
剤
を
か
け
て
駆
除
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、殺
虫
剤
の
使
い
過
ぎ
は

環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
サ
バ
ク
ト

ビ
バ
ッ
タ
の
生
態
を
研
究
す
れ
ば
、殺
虫
剤

を
使
わ
な
い
駆
除
方
法
を
発
見
で
き
る
と
考

え
て
、日
本
学
術
振
興
会
の
海
外
特
別
研
究

員
制
度
を
利
用
し
て
、モ
ー
リ
タ
ニ
ア
で
生

態
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

2
年
間
の
派
遣
期
間
が
終
わ
る
と
、一
時

的
に
無
収
入
に
な
り
ま
し
た
が
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
書
籍
の
出
版
を
通
し
て
研
究
の
重

要
性
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、京
都
大
学
の「
白
眉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
助
教
と
し
て
採
用
さ
れ
、再
び
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
で
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、現
職
の
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ

ン
タ
ー
に
至
り
ま
す
。
国
の
研
究
支
援
な
ど

の
若
手
研
究
者
が
受
け
る
恩
恵
も
、無
職
に

な
っ
た
と
き
の
苦
し
み
も
味
わ
い
ま
し
た
。

高
山
：
私
は
現
在
、長
谷
川
修
司
研
究
室
で
表

面
物
性
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
研

究
室
で
は
、お
も
に
シ
リ
コ
ン
結
晶
表
面
上

に
形
成
さ
れ
る
表
面
超
構
造
や
超
薄
膜
を
利

用
し
て
、固
有
の
電
子
状
態
や
電
子
輸
送
特

性
な
ど
新
し
い
現
象
を
見
出
し
、利
用
す
る

大
隅
良
典
先
生
、
梶
田
隆
章
先
生
か
ら
、
若

手
研
究
者
の
育
成
に
つ
い
て
ご
提
言
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、若
手
研
究
者

の
前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎
先
生
、高
山
あ
か
り

先
生
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

前
野
先
生
と
高
山
先
生
に
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
き
、大
隅
先
生
、梶
田
先
生
に
印
象

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
野
：
私
は
子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ『
フ
ァ
ー

ブ
ル
昆
虫
記
』に
感
銘
を
受
け
て
、昆
虫
学
者

へ
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、ア
フ

研究に取り組む30代の頃の大隅先生
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を
研
究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
指
導
教
員
が
物
性
の
研
究
者
だ
っ

た
の
で
、う
ま
く
誘
導
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん（
笑
）。

大
隅
：
前
野
先
生
の
よ
う
に
、昆
虫
少
年
が
初

志
貫
徹
し
て
昆
虫
学
者
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
、最
近
は
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で
高
山
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
お
話
か

ら
は
、や
は
り「
研
究
テ
ー
マ
は
、偶
然
に
決

ま
る
も
の
」と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

若
い
方
に
は
、そ
れ
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
突
き
詰
め
れ
ば
、研
究
テ
ー
マ
は

研
究
を
重
視
す
る
風
潮
を
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

大
隅
：
私
た
ち
の
時
代
に
は「
理
学
部
は
役
に

立
た
な
い
こ
と
を
や
る
か
ら
尊
い
ん
だ
」と

い
う
気
概
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
研

究
の
価
値
を
社
会
に
認
知
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
の
多

様
性
と
い
う
面
か
ら
も
、そ
う
い
う
人
材
は

社
会
に
は
必
ず
必
要
な
の
で
す
。

　

若
い
人
が「
役
に
立
つ
」と
言
う
と
き
、何

を
も
っ
て
そ
う
言
う
の
か
と
て
も
気
に
な
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、企
業
の
製
品
と
し
て
世
の

中
に
研
究
成
果
が
出
る
こ
と
を「
役
に
立
つ
」

と
捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、そ

れ
は
数
年
後
に
は
役
に
立
た
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
梶
田
先
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、基
礎
科
学
は

「
人
類
の
知
が
広
が
る
」と
い
う
意
味
で
、ど

山
先
生
は「
若
手
の
ホ
ー
プ
」と
い
う
感
じ
で
、

き
ち
ん
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
研
究
者
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

科
学
は「
文
化
」で
あ
っ
て
ほ
し
い

前
野
：
大
隅
先
生
か
ら
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、も
っ
と
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
考
え
る
方

が
い
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、私

も
昆
虫
な
ら
何
を
研
究
し
て
も
楽
し
く
感
じ

て
迷
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
を
や
れ

ば
成
功
で
き
る
」と
い
う
打
算
的
な
気
持
ち

を
持
っ
た
り
、自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
研

究
と
、社
会
が
求
め
て
い
る
研
究
の
バ
ラ
ン

ス
で
悩
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

大
隅
：「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」と
い
う
の

が
研
究
者
の
原
則
だ
と
思
い
ま
す
。「
成
功
す

る
」と
か「
役
に
立
つ
」と
い
う
考
え
に
、若
い

人
は
と
ら
わ
れ
す
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
お
も
ん
ば
か
ら
な
く
て
よ
い
の
が
若

い
人
の
特
権
で
す
か
ら
。

高
山
：
私
の
研
究
は
基
礎
科
学
な
の
で
す
ぐ

役
に
立
つ
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、単
純
に

「
知
り
た
い
」と
い
う
気
持
ち
で
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、「
役
に
立
つ
」と
説
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先

生
方
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

梶
田
：
私
が
所
属
す
る
宇
宙
線
研
究
所
で
は
、

お
そ
ら
く
日
々
の
生
活
に
役
に
立
つ
と
考
え

て
い
る
研
究
者
は
い
な
い
で
し
ょ
う
ね（
笑
）。

研
究
者
は
科
学
的
な
興
味
に
従
っ
て
研
究
し

て
い
ま
す
。

︱
︱
大
隅
先
生
は
、以
前
か
ら「
役
に
立
つ
」

論
理
的
に
考
え
て
た
ど
り
着
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
の

中
で
決
ま
っ
て
い
く
も
の
で
、「
こ
れ
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」と
い
う
も
の
で
は
な
い
の

で
す
。
も
っ
と
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
い
る

方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

梶
田
：
前
野
先
生
の
お
話
を
聞
く
と
、日
本
学

術
振
興
会
の
特
別
研
究
員
制
度
や
海
外
特
別

研
究
員
制
度
は
と
て
も
有
効
だ
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
決
し
て
、す
ぐ
世
の
中
の
役

に
立
つ
研
究
で
は
な
く
て
も
、若
手
研
究
者

を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
で
き
て
い
ま
す
。
高

実験に取り組む1996年当時の梶田先生
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こ
か
で
必
ず
役
に
立
つ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
日
本
の
研
究
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
が
、理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

梶
田
：
私
は
、な
る
べ
く
し
て
な
っ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
科
学
雑
誌
で
発
表
さ
れ

た
り
、引
用
さ
れ
た
り
す
る
論
文
の
数
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、論
文
の
数
は「
研
究
者

の
数
」「
１
人
の
研
究
者
が
使
え
る
時
間
」「
１

人
の
研
究
者
が
使
え
る
資
金
」の
3
つ
の
積

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
研
究
者
が
研
究
に
使
え
る
時
間
は

明
ら
か
に
減
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
が
忙
し

く
な
り
す
ぎ
て
、余
裕
を
持
つ
こ
と
が
許
さ

れ
な
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
研
究
資

金
も
増
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
反
対
に
、研
究
者

を
時
間
や
資
金
の
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
国

賞
し
た
ら
、た
く
さ
ん
の
人
が
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
受
賞
し
て
一
番
よ
か
っ
た
こ
と
で

し
た
。
科
学
に
期
待
を
し
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
を
信
じ
て
、科
学
が
文
化
に

な
る
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
の
多
様
性
か
ら

研
究
者
の
多
様
性
が
生
ま
れ
る

高
山
：
私
は
東
京
大
学
で
助
教
に
採
用
さ
れ

て
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
学
内
の
会
議
の
委
員
を

引
き
受
け
た
り
、学
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な
機

会
で
は
あ
る
の
で
す
が
、ど
う
し
て
も
自
分

の
研
究
の
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

友
人
と
食
事
に
行
っ
た
と
き
で
さ
え
も
、罪

悪
感
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
研
究
と
生

活
と
の
両
立
が
難
し
い
で
す
ね
。
休
日
の
デ

パ
ー
ト
で
家
族
連
れ
を
見
か
け
た
と
き
、独

り
身
の
自
分
は
こ
の
先
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

梶
田
：
日
本
社
会
全
体
が
無
駄
を
許
さ
な
い

と
い
う
言
葉
に
締
め
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
来
、研
究
者
は
少

し
頭
を
空
っ
ぽ
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
、新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
て
き

ま
す
。
そ
れ
を
許
さ
な
い
空
気
が
あ
っ
て
、特

に
若
い
人
た
ち
は
そ
う
感
じ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
日
本
の
今
後
を
考
え
る
と
と
て
も

心
配
に
な
り
ま
す
。

大
隅
：
科
研
費
を
申
請
す
る
と
き

に
そ
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
役
立

つ
か
を
記
入
す
る
項
目
が
あ
り
ま

す
が
、私
は
そ
の
項
目
を
な
く
す

よ
う
に
何
回
も
訴
え
て
い
ま
す
。

我
々
は
審
査
も
す
る
立
場
な
の
で
、

そ
れ
が
一
番
大
事
な
項
目
で
な
い

の
を
知
っ
た
上
で
記
入
し
ま
す
が
、

若
い
人
は
役
に
立
つ
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
と
て
も
重
く
受
け
止

め
て
い
る
よ
う
で
す
。
若
い
世
代

ほ
ど
保
守
的
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
役
に
立
た
な
い
研
究
は

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
精
神
状

態
で
科
学
が
楽
し
い
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
科
学
は「
文

化
」で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
主
張
し
て

い
ま
す
。
私
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

で
は
、当
然
論
文
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

大
隅
：
最
大
の
原
因
は
、こ
の
10
年
間
に
わ
た

り
国
立
大
学
に
対
す
る
運
営
費
交
付
金
が
毎

年
1
％
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
10

年
た
て
ば
10
％
で
す
。
海
外
の
大
学
に
行
く

と
、豊
か
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
研
究

生
を
目
に
し
ま
す
。
彼
ら
は
間
違
い
な
く
、日

本
の
大
学
生
よ
り
楽
し
げ
に
し
て
い
ま
す
。

梶
田
：
運
営
費
交
付
金
の
削
減
は
、ボ
デ
ィ
ー

ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
じ
わ
じ
わ
と
研
究
者
の
マ

イ
ン
ド
に
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
学
生
に
も
伝
わ
っ
て
、研
究

者
を
目
指
そ
う
と
い
う
気
持
ち
を
そ
い
で
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
隅
：
若
手
研
究
者
の
支
援
に
つ
い
て
も
議

論
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、私
は
若
手
研
究
者

だ
け
が
幸
せ
に
伸
び
伸
び
と
研
究
を
し
て
い

る
姿
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
何
よ
り
も
教
授
が
楽
し
げ
に
研
究
し

て
い
な
け
れ
ば
、研
究
者
と
い
う
の
は
楽
し

そ
う
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、若
手

研
究
者
は
残
り
ま
せ
ん
。

︱
︱
前
野
先
生
は
、モ
ー
リ
タ
ニ
ア
や
フ
ラ

ン
ス
の
研
究
者
と
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

海
外
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

前
野
：
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
所
で
は
、研
究
者
が

毎
日
定
時
に
帰
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。
し
か

も
、彼
ら
は
2
ヵ
月
の
バ
カ
ン
ス
も
と
り
ま

す
。
そ
れ
で
研
究
で
き
る
の
か
と
不
思
議
に

思
い
ま
し
た
が
、休
む
と
き
は
休
む
と
割
り

切
っ
て
研
究
し
て
い
る
時
間
に
集
中
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
日
本
で
は
常
に
研
究
し

て
い
な
い
と
不
真
面
目
に
思
わ
れ
な
い
か
と
、

前野 ウルド 浩太郎 研究員

国立研究開発法人国際農林水産
業研究センター研究員。2011
年よりモーリタニアへ渡り、農
作物に甚大な被害を与えるサバ
クトビバッタの調査研究を行う。
著書に『孤独なバッタが群れる
とき-サバクトビバッタの相変
異と大発生』（東海大学出版部）、

『バッタを倒しにアフリカへ』（光
文社新書）がある。ブログ『砂漠
のリアルムシキング』を公開中。

フィールドワークで幼虫の群れに囲まれる前野 ウルド 浩太郎先生（川端裕人氏撮影）
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で
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
会
議
や
書
類
作

成
に
時
間
を
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

週
末
や
夜
に
実
験
を
し
た
り
、徹
夜
を
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、時
間
が
な
い
と
い

う
こ
と
が
研
究
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
い
原
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
に
自
分
の
や
り
た
い
実
験
を
代
わ
り

に
や
ら
せ
る
の
が
い
い
よ
」と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
自
分
の
研
究
は
自

分
で
し
た
い
し
、学
生
に
も
自
分
の
研
究
成

果
と
し
て
実
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
、悩
ん
で
い
ま
す
。

梶
田
：
私
は
所
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、自
分
で

実
験
す
る
こ
と
は
完
全
に
あ
き
ら
め
て
い
ま

す
ね
。

大
隅
：
私
は
幸
運
な
こ
と
に
、比
較
的
雑
用
か

ら
離
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
の
教
員
は

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
く
と
、昆
虫
学

の
安
藤
喜
一
教
授
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
退
職
間
近
で
白
髪
交
じ
り
の
安

藤
教
授
が
う
れ
し
そ
う
に
虫
の
話
を
い
ろ
い

ろ
し
て
く
れ
て
、「
自
分
も
将
来
、こ
ん
な
学

者
に
な
り
た
い
」と
憧
れ
ま
し
た
。
身
近
な
大

学
の
先
生
の
影
響
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、修
士
課
程
の
頃
か
ら
筑
波
の
研

究
所
で
一
流
の
研
究
者
に
囲
ま
れ
て
研
究
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
京
都
大
学
の「
白
眉

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
採
用
さ
れ
た
と
き
は
若

手
研
究
者
を
5
年
間
研
究
に
専
念
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
な
ん
て
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
よ
う
な
環

境
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
も
、将
来
の
京
都

大
学
へ
の
貢
献
の
た
め
で
は
な
く
、日
本
の

究
な
ん
て
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。

深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。

　

そ
も
そ
も
い
ろ
い
ろ
な
政
策
が
、

大
学
の
数
を
削
減
す
る
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
理

学
部
は
い
ら
な
い
」「
教
育
学
部
は

い
ら
な
い
」な
ど
と
い
う
議
論
が
平

気
で
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
梶
田
先

生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、大
学

の
多
様
性
が
な
く
な
る
の
は
、深

刻
な
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
山
：
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
研
究
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
福
島
大
学
に
い
た
と
き
、福
島

県
沿
岸
の
植
生
を
研
究
し
て
い
る

友
人
が
い
ま
し
た
。
震
災
前
に
行

わ
れ
た
研
究
な
の
で
、こ
の
研
究

結
果
と
比
較
す
る
こ
と
で
津
波
が

ど
の
よ
う
に
植
生
に
影
響
を
与
え
る
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究

は
東
京
大
学
や
東
北
大
学
の
研
究
者
が
行
う

こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

大
学
が
競
争
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す
が
、各
大
学
に
は
独
自
の
学
部
や
研
究

が
あ
る
の
で
大
切
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

︱
︱
前
野
先
生
、高
山
先
生
は
地
方
大
学
の

ご
出
身
で
す
が
、研
究
者
と
し
て
ど
の
よ
う

な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

前
野
：
私
は
秋
田
県
出
身
で
す
が
、秋
田
大
学

に
は
農
学
部
が
な
か
っ
た
た
め
、近
隣
県
で

国
立
大
学
を
探
し
た
と
こ
ろ
、青
森
県
の
弘

前
大
学
に
農
学
生
命
科
学
部
が
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
研
究
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
も
っ
と
問
題
提
起
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
我
慢
す
る
の
で
は
な
く
、「
こ
の
ま
ま

で
は
だ
め
だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
大

学
か
ら
も
っ
と
発
信
し
な
い
と
い
け
な
い
で

し
ょ
う
。

梶
田
：
教
員
一
人
あ
た
り
の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
が
ど
の
く
ら
い
必
要
か
と
い
う
統

計
が
あ
っ
て
、日
本
は
世
界
的
に
見
て
充
足

率
が
低
い
。
そ
の
不
足
分
を
研
究
者
や
教
員

が
全
部
背
負
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
大
学
の

構
造
的
な
問
題
で
す
が
、国
立
大
学
協
会
が

声
を
出
し
て
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
梶
田
先
生
か
ら
、日
本
の
大
学
の
構
造

的
な
問
題
と
国
立
大
学
協
会
か
ら
の
提
言
の

必
要
性
に
つ
い
て
話
題
が
出
ま
し
た
が
、全

国
47
都
道
府
県
の
研
究
拠
点
で
あ
る
86
の
国

立
大
学
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

う
べ
き
と
お
考
え
で
す
か
。

梶
田
：
研
究
大
学
と
い
う
か
、大
学
と
し
て
体

を
な
す
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
る
と
、日
本
の

学
問
の
多
様
性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
多
様
性
が

な
い
社
会
で
は
意
見
交
換
を
し
て
も
新
し
い

も
の
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
今
は
多
様
性
を
摘

む
方
向
に
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
に
、か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
感
で

対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

大
隅
：
地
方
大
学
の
生
物
学
の
研
究
室
は
、研

究
費
が
年
間
7
万
円
と
い
う
話
も
聞
き
ま

す
。
そ
れ
で
大
学
院
生
が
何
人
も
い
た
ら
、研

高山 あかり 助教

東京大学大学院理学系研究科 
物理学専攻助教。次世代の省エ
ネルギーデバイス開発に向けて
大きな道を開く「スピン分解光
電子分光装置の建設と Bi 薄膜
におけるラシュバ効果の研究」に
取り組み、世界から注目を集め
る。2013年 東北大学総長優秀
学生賞、日本学術振興会第３回
育志賞、東北大学青葉理学振興
会 青葉理学振興会賞を受賞。

実験に取り組む高山あかり先生
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科
学
力
の
発
展
の
た
め
に
研
究
を
し
て
く
だ

さ
い
と
い
う
大
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
非

常
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

高
山
：
福
島
大
学
で
は
学
部
3
年
か
ら
研
究

室
に
所
属
し
て
い
た
の
で
、卒
業
ま
で
の
2

年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
技
術
の
基
礎
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
算
は
あ

ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
の
分
、

工
夫
し
て
実
験
を
す
る
こ
と
で
、教
育
学
部

で
し
た
が「
理
学
を
学
ん
だ
」と
い
う
実
感
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
院
に
進
む

に
あ
た
っ
て
は
、指
導
教
員
か
ら
ど
の
大
学

の
大
学
院
に
進
め
ば
よ
い
か
き
め
細
か
く
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
の
大
学
院
で
は
研
究
者
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表
面
物
性
を
研
究
す
る
こ
と
の
面
白
さ
に
触

れ
て
、研
究
成
果
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
電
子
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、運
動
量
、ス

ピ
ン
の
３
つ
の
自
由
度
を
世
界
最
高
の
性
能

で
測
定
で
き
る「
ス
ピ
ン
分
解
光
電
子
分
光

装
置
」を
建
設
し
た
の
も
博
士
課
程
の
研
究

で
し
た
。

　

そ
し
て
、東
京
大
学
で
は
学
生
を
指
導
す

る
こ
と
の
や
り
が
い
も
感
じ
て
い
ま
す
。
私

は
教
育
学
部
の
出
身
な
の
で
、彼
ら
が
興
味

を
持
て
る
実
験
の
テ
ー
マ
を
探
し
た
り
、実

験
の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と

で
す
。
現
在
所
属
し
て
い
る
研
究
室
に
は
、私

立
大
学
か
ら
進
学
し
て
き
た
学
生
も
多
く
い

ま
す
が
、彼
ら
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
実
験

を
し
て
い
ま
す
し
、実
験
能
力
も
高
い
の
で
、

主
体
的
に
研
究
を
進
め
て
き
た
の
だ
と
い
う

な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
不
安
定
な
雇
用
と
い
っ

た
問
題
の
た
め
に
、優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て

も
大
学
院
へ
の
進
学
を
た
め
ら
う
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
研
究
者
の
活
躍
の
場
を
広

げ
る
に
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
か
。

梶
田
：
世
界
で
は
、数
十
年
前
に
比
べ
て
博
士

号
取
得
者
が
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
で
活

躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
が
博

士
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か

し
、日
本
で
は
、そ
の
認
識
が
あ
ま
り
に
も
低

す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、博
士
人
材
が
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
活
躍
で
き
る
日
本
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
労
働
生
産
性
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、労
働
生
産
性
は
、ど
れ
だ
け
の

高
等
教
育
を
受
け
た
か
に
比
例
す
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
長
い
目
で
見
て
労
働

生
産
性
を
上
げ
る
に
は
、も
っ
と
高
等
教
育

を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

い
ま
、教
育
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、高

で
積
極
的
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

前
野
：
バ
ッ
タ
の
被
害
は
、日
本
か
ら
見
た
ら

馴
染
み
の
な
い
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、日
本
に

む
け
て
サ
バ
ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
の
被
害
や
防
除

に
取
り
組
む
研
究
者
の
姿
を
積
極
的
に
発
信

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、こ

の
研
究
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、支
援
し

て
い
た
だ
け
る
方
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。
顔

を
緑
色
に
塗
っ
て
バ
ッ
タ
の
コ
ス
プ
レ
を
し

た
り
、講
演
を
動
画
配
信
し
た
り
す
る
の
は
、

そ
の
た
め
で
す
。
ま
た
、研
究
す
る
こ
と
で
他

の
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
、喜
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
り
ま
す
。

　

科
研
費
を
申
請
す
る
書
類
に
も
、ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
に
つ
い
て
記
入
す
る
欄
が
あ
り

ま
す
。
私
の
場
合
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を

少
し
変
わ
っ
た
方
法
で
行
っ
て
い
る
の
で「
そ

ん
な
暇
が
あ
る
な
ら
研
究
を
し
ろ
」と
い
う
お

叱
り
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
論
文
の
執
筆
と
、ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

海
外
特
別
研
究
員
の
任
期
が
切
れ
て
無
職

に
な
っ
た
際
、広
告
代
理
店
の
方
、IT
企
業
の

経
営
者
、出
版
社
の
編
集
者
な
ど
、多
く
の
方

に
私
の
研
究
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
に
つ
い
て
多
大
な
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
現
在
も
研

究
を
続
け
て
い
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、研
究

者
が
生
き
延
び
る
上
で
、こ
こ
ま
で
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
前
野
先
生
の
体
験
の
よ
う
に
、不
透
明

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
大
学
院
で
も
そ
の
能

力
を
生
か
せ
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
3
つ
の
国
立
大
学
は
、私
が
研
究

者
と
し
て
形
成
さ
れ
る
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ひ

と
つ
の
大
学
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、自
分

の
興
味
や
研
究
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
研
究
を

継
続
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
よ
う
な
も
の

が
、「
日
本
の
科
学
を
支
え
る
文
化
」と
し
て

広
が
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

自
由
な
環
境
が

研
究
を
加
速
さ
せ
る

︱
︱
若
手
研
究
者
が
希
望
を
持
て
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

大
隅
：
ま
ず
、研
究
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る

こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
が
原
点
で
す
。

　

社
会
は
研
究
者
を
も
っ
と
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は

成
果
だ
け
で
評
価
す
る
と
い
う
風
潮
が
あ
り

ま
す
。
社
会
が
効
率
だ
け
で
判
断
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
少
し
反
省
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
縛
り
つ
け
が
す
ぎ
る

と
不
正
も
起
こ
り
ま
す
。
極
論
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、自
由
な
雰
囲
気
を
研
究
者
に
与
え

る
方
が
、研
究
は
加
速
す
る
の
で
す
。
そ
れ
を

社
会
に
対
し
て
我
々
研
究
者
が
確
信
を
持
っ

て
、発
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

︱
︱
前
野
先
生
は
、ご
自
身
の
研
究
の
楽
し

さ
、や
り
が
い
を
ブ
ロ
グ
や
書
籍
、イ
ベ
ン
ト



10

く
れ
た
ら
、も
っ
と
日
本
の
研
究
力
が
高
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
野
：
若
手
研
究
者
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、幅
広
く
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
任
期
付
き
で
す
が
職
を
得
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、私
よ
り
も
っ
と
優
秀
で
も
職

を
得
ら
れ
な
い
研
究
者
が
多
く
い
ま
す
。
そ

う
い
う
人
た
ち
も
ぜ
ひ
、こ
の
研
究
者
と
い

う
道
で
生
き
延
び
て
い
け
る
世
の
中
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
先
生

方
の
お
話
を
う
か
が
い
、ア
フ
リ
カ
の
サ
バ

ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
の
問
題
を
解
決
し
て
、ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
こ
と
が
私

の
密
か
な
願
い
と
な
り
ま
し
た
。
も
し
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
よ
う
な
賞
を
取
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、こ
れ
ま
で
自
分
の
研
究
を
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
人
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
喜
ん
で
く

だ
さ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
今

日
は
自
分
の
人
生
の
中
で
特
別
な
日
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

大
隅
：
若
手
研
究
者
に
は
、「
人
と
同
じ
で
あ

る
こ
と
」に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

研
究
者
は
変
わ
り
者
で
よ
い
の
で
す
。
ひ
と

つ
の
研
究
室
に
学
生
が
殺
到
す
る
の
は
、と

て
も
不
自
然
な
こ
と
で
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で
い
る

テ
ー
マ
を
研
究
す
れ
ば
、成
功
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
」と
考
え
る
の
は
間
違
っ
て
い
ま

す
。
人
と
違
う
こ
と
を
研
究
す
る
方
が
、新
し

い
こ
と
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
楽
し
さ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

梶
田
：
せ
っ
か
く
研
究
者
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

「
自
由
に
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
」権
利
が
あ

る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、研
究
者
に

も
、個
人
の
人
生
が
あ
り
ま
す
。
若
手
研
究
者

が
早
く
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
職
に
就
け
る
よ
う

に
、日
本
全
体
が
問
題
意
識
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

高
山
：
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、も
っ
と
自
由

に
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
い
の
だ
な
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
会
議

や
学
会
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
る
の
で
、忙

し
い
と
き
は
表
情
に
出
て
し
ま
う
の
か
、学

生
か
ら
も
忙
し
そ
う
で
す
ね
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、実
験
中
は
楽
し
そ
う

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
学
生
か
ら
楽
し
そ
う
に

見
え
る
の
な
ら
、こ
の
道
を
歩
ん
で
よ
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
は
小
・
中
・
高
校
生
も
実
験
を
す
る

機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
自
然
の
中
で

遊
ぶ
の
は
も
ち
ろ
ん
、学
校
教
育
で
も
実
験

を
も
っ
と
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
て
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
学
に
来
て

大
接
続
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
的
な
意
見
で
す
が
、大
学
だ
け
で
な
く

高
等
学
校
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
が
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

公
立
高
校
は
、教
員
が
公
務
員
な
の
で
何

年
か
勤
務
す
る
と
他
の
高
校
に
異
動
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、私
立
高
校
や
高

等
専
門
学
校
で
は
、博
士
号
を
持
っ
て
い
る

教
員
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
教
育
に
あ
た
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
公
立
高
校
で
も
多

く
の
研
究
者
が
教
育
に
あ
た
り
、能
動
的
な

学
び
や
、思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
多

様
な
力
を
育
む
た
め
に
、長
期
間
活
躍
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

高
山
：
秋
田
県
に
は
博
士
号
取
得
者
を
理
科

の
専
任
の
教
員
と
し
て
小
学
校
で
採
用
す
る

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
福
島
大

学
で
学
ん
で
い
た
頃
、小
学
校
で「
理
科
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」と
い
う
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
理
科
の
実
験
で
、先
生

の
手
伝
い
を
す
る
仕
事
で
す
。
予
備
実
験
も

き
ち
ん
と
行
い
、先
生
た
ち
も
子
ど
も
た
ち

も「
実
験
っ
て
楽
し
い
ね
」と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
増
え
る
こ
と
は

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

大
隅
：
私
も
自
然
現
象
に
興
味
を
持
っ
て
接

す
る
と
こ
ろ
か
ら
研
究
者
と
し
て
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
子
ど
も
た
ち
が
科
学
の
進
歩
に
は
必
要
で

す
ね
。

︱
︱
最
後
に
若
手
研
究
者
に
エ
ー
ル
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



リサーチマインドの醸成

研究・臨床の
両立のための環境整備

国家試験合格

博士号取得

大学院進学と研究医
としてのキャリアを
サポートする

研究者
養成コース

研究の体験を通じて
研究の楽しさを学ぶ

研究実践
プログラム

！！

深
刻
な
研
究
医
不
足
が
も
た
ら
す

医
学
・
医
療
の
危
機

　

今
日
ま
で
我
が
国
の
医
療
を
支
え
る
基
盤
と
な
り
、

医
学
の
発
展
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
は
、近
年
の
日

本
人
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が
示
す
と
お
り
、基
礎
研
究

者
の
厚
い
層
で
あ
る
。
患
者
の
治
療
・
予
防
に
あ
た
る

臨
床
医
と
、大
学
等
の
研
究
機
関
で
生
命
科
学
分
野

の
基
礎
研
究
に
取
り
組
む
研
究
医
は
両
輪
の
関
係
に

あ
り
、ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
医
療
の
未
来
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
。
し
か
し
近
年
、
研
究
医
の
不
足
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
ま
ま
で
は
、日
本
の

医
学
・
医
療
の
崩
壊
も
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
。

　

研
究
医
不
足
の
現
状
に
つ
い
て
、東
京
医
科
歯
科

大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
の
淺
原
弘
嗣
教

授
に
話
を
伺
っ
た
。

　
「
私
が
学
生
だ
っ
た
20
年
程
前
は
、臨
床
医
・
研
究

医
の
希
望
が
定
ま
っ
て
い
な
く
て
も
、ほ
と
ん
ど
が
卒

業
後
に
大
学
院
に
通
っ
て
博
士
号
を
取
得
し
て
い
た

た
め
、研
究
医
が
生
ま
れ
る
裾
野
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、医
科
で
は
2
0
0
4
年
、歯
科
で
は

2
0
0
6
年
か
ら
新
し
い
臨
床
研
修
制
度
が
始
ま
っ

た
こ
と
を
境
に
、大
学
院
へ
の
進
学
者
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、未
来
の
研
究
医
の
芽
が
育
ち
に
く
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、博
士
課
程
の
入

学
者
数
は
2
0
0
3
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い

て
い
る
。
臨
床
医
と
し
て
診
療
に
携
わ
る
に
は
大
学

で
6
年
間
医
学
を
学
び
、国
家
試
験
に
合
格
し
た
後
、

医
師
は
２
年
間
、歯
科
医
師
は
１
年
間
の
臨
床
研
修

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
専
門
医
と
し
て

高
度
な
医
療
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、臨
床

現
場
で
数
年
間
経
験
を
積
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

Episode 1

【特集】若手研究者の育成
研究の楽しさを学ぶ
プログラムにより
学生のリサーチマインドを
醸成する。

東　　　　京
医科歯科大学
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も
利
用
で
き
る
。

　

同
コ
ー
ス
に
進
ん
だ
、大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究

科 

三
宅
健
介
特
任
助
教
は
、「
研
究
者
養
成
コ
ー
ス

を
利
用
し
て
、
昨
年
大
学
院
を
修
了
し
、
現
在
は
特

任
助
教
の
１
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
研
究
医

と
し
て
大
成
で
き
る
か
は
、自
分
の
頑
張
り
次
第
で

す
が
、も
し
研
究
医
が
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
、30

代
か
ら
臨
床
研
修
を
受
け
て
臨
床
医
を
目
指
す
道
も

あ
り
ま
す
か
ら
、今
は
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
納
得
い
く

ま
で
研
究
に
打
ち
込
み
た
い
と
思
い
ま
す
」と
、研
究

医
を
目
指
す
強
い
意
思
を
語
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た

研
究
医
の
育
成
は
、国
立
大
学
の
高
い
教
育
水
準
の

支
え
に
な
る
と
泰
羅
教
授
は
い
う
。

　
「
医
学
部
・
歯
学
部
出
身
者
で
博
士
号
を
持
ち
基

礎
研
究
を
目
指
す
人
材
は
不
足
し
て
お
り
、
実
際
に
、

基
礎
医
学
系
の
教
員
と
し
て
、
優
れ
た
研
究
成
果
を

持
つ
理
学
部
等
の
他
学
部
出
身
の
研
究
者
が
多
く

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教

育
・
研
究
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
医

学
部
・
歯
学
部
学
生
の
指
導
に
は
、
医
療
人
と
し
て

の
教
育
を
受
け
て
き
た
医
学
部
・
歯
学
部
出
身
者
の

視
点
も
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

文
科
省
の「
基
礎
・
臨
床
を
両
輪
と
し
た
医
学
教
育

改
革
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
医
師
養
成
」
事
業
に
は
、

同
大
学
を
は
じ
め
、医
学
部
・
歯
学
部
を
持
つ
多
く
の

国
立
大
学
が
参
加
し
、基
礎
研
究
の
基
盤
を
持
つ
医

師
・
歯
科
医
師
の
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
国
立
大
学
で
唯
一
の
医

療
系
総
合
大
学
で
あ
る
東
京
医
科
歯
科
大
学
へ
の
期

待
は
大
き
い
。
多
く
の
研
究
医
を
育
て
、
世
に
送
り

出
す
こ
と
は
、や
が
て
医
学
界
の
発
展
、人
々
の
幸
福

へ
の
貢
献
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
、研
究
の
魅
力
に
触
れ
、研
究
医
と
い
う
道
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」

　

研
究
を
体
験
で
き
る
も
う
ひ
と
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、４
年
次
に
、医
学
科
で
は
５
か
月
間
、歯
学

科
で
は
７
週
間
の
長
期
研
究
実
習
が
必
修
科
目
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
海
外
留
学
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、自
ら
仮
説
を
立
て
て
、自
由

な
発
想
で
実
験
に
取
り
組
む
体
験
に
よ
り
、リ
サ
ー

チ
マ
イ
ン
ド
が
養
わ
れ
る
と
い
う
。

研
究
医
を
目
指
す
人
の
た
め
の

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
に
対
応
す
る
コ
ー
ス

　

在
学
中
に
研
究
へ
の
興
味
を
持
っ
た
学
生
に
は
、

シ
ー
ム
レ
ス
に
研
究
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
へ
進
め

る
よ
う
、柔
軟
な
コ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

医
学
科
・
歯
学
科
の
５
・
６
年
次
は
、多
忙
な
臨
床

実
習
に
よ
り
研
究
に
充
て
る
時
間
が
減
っ
て
し
ま

う
が
、「
Ｍ
Ｄ
︲
Ｐ
ｈ
Ｄ（
医
学
研
究
者
早
期
育
成
）

コ
ー
ス
／
Ｄ
Ｄ
Ｓ
︲
Ｐ
ｈ
Ｄ（
歯
学
研
究
者
早
期
育

成
）コ
ー
ス
」で
は
、４
年
次
を
修
了
し
た
段
階
で
、大

学
院
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
年
次
の
長
期

研
究
実
習
の
成
果
を
研
究
論
文
と
し
て
完
成
さ
せ
た

い
学
生
な
ど
、切
れ
目
な
く
研
究
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
、大
学
院
修
了
後
に
は
学
部
の
５
年
次
に
戻
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、「
研
究
者
養
成
コ
ー
ス
」
は
、
学
部
を
卒
業

し
て
医
師
免
許
を
取
得
後
、
臨
床
研
修
に
進
ま
ず
、

そ
の
ま
ま
大
学
院
へ
進
学
す
る
学
生
の
た
め
の
コ
ー

ス
。
学
部
の
５
年
次
か
ら
、
奨
学
金
貸
与
や
臨
床
実

習
と
研
究
両
立
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
だ
。
博
士
号
取
得
後
、
同
大
学
で
研
究

を
継
続
す
る
場
合
、
３
年
間
の
特
任
助
教
の
ポ
ス
ト

め
、
若
手
の
医
師
・
歯
科
医
師
が
一
旦
臨
床
現
場
を

離
れ
、大
学
院
に
進
学
し
研
究
に
従
事
す
る
と
い
う

道
は
遠
く
険
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

学
生
が
研
究
の
楽
し
さ
に

触
れ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

創
設
以
来
、
研
究
の
素
養
を
備
え
た
医
師
・
歯
科

医
師
の
輩
出
を
目
標
に
掲
げ
る
東
京
医
科
歯
科
大
学

で
は
、研
究
医
不
足
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ

と
つ
が
、医
学
科
の
2
年
次
か
ら
6
年
次
の
希
望
者

を
対
象
と
し
た「
研
究
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
、学
生

が
希
望
す
る
研
究
室
を
選
び
、授
業
時
間
以
外
に
部

活
に
通
う
感
覚
で
研
究
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
も
の
。
淺
原
教
授
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
入
学
時
点
で
は
、研
究
医
を
目
指
す
学
生
が
一
定

数
い
る
も
の
の
、そ
の
後
、在
学
中
や
研
修
中
に
臨
床

の
方
へ
興
味
が
移
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、“
教
科
書
に
な
い
こ
と
を
探
究
し
た
い
”と
い

う
研
究
マ
イ
ン
ド
が
旺
盛
な
学
生
に
、研
究
を
体
験

す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
単
位
と

し
て
も
認
め
ら
れ
、ど
の
ラ
ボ
に
所
属
し
て
い
た
か

は
、公
式
な
履
歴
と
し
て
残
る
の
で
、卒
業
後
の
キ
ャ

リ
ア
に
も
役
立
ち
ま
す
。
今
で
は
1
学
年
あ
た
り
約

40
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
」

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、研
究
と
は
何
か
を
知
る
機
会

が
少
な
い
、学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
補
完
す
る
も
の

だ
と
、歯
学
総
合
研
究
科
の
泰
羅
雅
登
教
授
は
語
る
。

　
「
昔
は 

“
自
分
の
研
究
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
！
”

と
熱
く
語
る
教
授
が
多
く
、そ
の
教
授
に
憧
れ
た
学

生
が
研
究
室
に
入
り
浸
る
な
ど
、オ
ー
プ
ン
な
研
究

室
の
環
境
が
興
味
を
持
つ
入
口
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

淺原 弘嗣（あさはら ひろし）

（ 大学院医歯学総合研究科 
システム発生・再生医学研究
分野教授）
岡山大学大学院医学研究科博
士課程修了、ハーバード大学医
学部博士研究員、ソーク研究所
博士研究員、国立成育医療セン
ター研究所部長などを経て現職。

泰羅 雅登（たいら まさと）

（大学院歯学総合研究科 認
知神経生物学分野教授）
東京医科歯科大学大学院歯
学研究科博士課程修了、日
本大学総合科学研究所教授、
日本大学大学院総合科学研
究科教授を経て現職。神経
生理学者、認知神経科学者。

三宅 健介（みやけ けんすけ）

（ 大学院医歯学総合研究科 
免疫アレルギー学 特任助教）
東京医科歯科大学医学部医
学科卒業。「研究者養成コー
ス」を選択し、大学院医歯学
総合研究科博士課程修了後、
現職。

【特集】若手研究者の育成── 東 京 医 科 歯 科 大学
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泰
羅
雅
登
教
授
は
7
月
8
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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Episode 2

【特集】若手研究者の育成
戦略的人事制度で
大学の将来を担う若手研究者を
発掘、支援、育成する。

長岡技術
科学大学
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若
手
研
究
者
の
発
掘
・
育
成
の
た
め
の

新
た
な
人
事
制
度　

　

政
府
の
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、
我
が
国
の
競
争
力
向
上
や
社
会
変
革
を
も
た
ら

す
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
た
め
、

人
材
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、そ

の
担
い
手
で
あ
る
若
手
研
究
者
を
巡
っ
て
は
、
若
年

人
口
の
さ
ら
な
る
減
少
に
加
え
、
任
期
付
き
の
不
安

定
な
雇
用
状
況
や
不
透
明
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
な
ど

に
よ
り
、
研
究
環
境
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
能
力
が
あ
っ
て
も
研
究

か
ら
離
れ
て
し
ま
う
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
長
岡
技
術
科
学
大
学

の
東
信
彦
学
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
学
は
設
立
か
ら
40
年
以
上
、
産
学
連
携
に
注

力
し
て
お
り
、
常
に
実
用
化
を
視
野
に
入
れ
た
最
先

端
技
術
の
研
究
者
を
求
め
て
い
ま
す
が
、こ
の
ま
ま

で
は
人
材
の
絶
対
数
が
不
足
し
、
大
学
も
先
細
り

に
な
る
と
い
う
危
機
感
を
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
の
打
開
策
と

し
て
、
2
0
0
7
年
に
文
部
科
学
省
の
事
業
を
利

用
し
て
、
優
秀
な
若
手
研
究
者
の
発
掘
・
育
成
を
行

う
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
を
導
入
し
ま
し
た
」

　

同
制
度
は
、
５
年
の
任
期
が
付
い
た
若
手
研
究

者
の
た
め
の
ポ
ス
ト（
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
教
員
）

を
用
意
し
、
国
内
外
に
公
募
す
る
も
の
。
採
用
者
は
、

独
立
し
た
研
究
室
、
研
究
資
金
の
措
置
、
研
究
以
外

の
業
務
免
除
な
ど
、
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
が
保

障
さ
れ
る
。
ま
た
、
任
期
終
了
後
、
審
査
を
通
過
す

れ
ば
、テ
ニ
ュ
ア
教
員
と
い
う
終
身
ポ
ス
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

腰
を
据
え
て
研
究
に
取
り
組
め
る
５
年
と
い
う
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東 信彦（あずま のぶひこ）

（長岡技術科学大学長）
北海道大学大学院工学研究
科博士課程修了。同大学工
学部助手から、長岡技術科学
大学工学部助教授・教授、機
械系長を経て、同大学理事・
副学長、2015年現職に就任。
専門は雪氷学。

鎌土 重晴（かまど しげはる）

（理事・副学長 / 教育研究企
画運営担当）
豊橋技術科学大学大学院
工学研究科修士課程修了。
2004年長岡技術科学大学
大学院工学研究科教授に就
任。高性能マグネシウム工学
研究センター長を兼任。

小野 浩司（おの ひろし）

（産学融合トップランナー養
成センター長）
大阪大学大学院基礎工学研究
科物理系専攻・修士課程修了。
㈱クラレ中央研究所などを経
て2004年に長岡技術科学大
学大学院工学研究科教授。知
的財産センター長を兼任。

に
つ
い
て
、「
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
研
究
で
、
歯
周

病
原
因
菌
を
増
殖
さ
せ
る
酵
素
の
構
造
解
明
に
成

功
し
た
人
、メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
研
究
で
風
力
発
電

用
ブ
レ
ー
ド
の
設
計
・
製
品
化
に
成
功
し
た
人
な
ど
、

実
績
は
さ
ま
ざ
ま
。
も
し
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
が

な
け
れ
ば
、こ
れ
ほ
ど
優
秀
な
人
材
に
は
出
会
え
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

優
れ
た
研
究
者
が
生
み
だ
す

「
正
の
サ
イ
ク
ル
」

　

し
か
し
、
大
学
に
と
っ
て
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制

を
維
持
す
る
た
め
の
経
済
的
負
担
は
小
さ
く
な
い
。

制
度
の
導
入
当
初
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
補
助

金
が
配
分
さ
れ
た
も
の
の
、
補
助
金
が
終
了
し
た
現

在
は
、
大
学
の
運
営
費
か
ら
人
件
費
と
研
究
費
を
捻

出
し
て
い
る
と
い
う
。
任
期
終
了
後
の
テ
ニ
ュ
ア
教

員
の
ポ
ス
ト
確
保
も
課
題
と
な
り
、
採
用
枠
を
縮
小

す
る
大
学
も
出
て
き
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
「
本
学
に
と
っ
て
、
今
や
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
組
み
で
す
。
大
学
の
運
営

費
を
切
り
詰
め
て
で
も
、
人
材
に
投
資
す
る“
米
百

俵
の
精
神
”で
、
若
手
研
究
者
の
育
成
に
注
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
指
導
で
優
秀

な
学
生
が
育
ち
、
新
た
な
研
究
が
生
ま
れ
、
外
部
資

金
も
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の“
正
の
サ
イ

ク
ル
”を
回
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
、
東
学
長
は

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

明
治
維
新
期
に
長
岡
で
生
ま
れ
た“
米
百
俵
の
精

神
”は
、
今
も
こ
の
土
地
に
息
づ
い
て
い
る
。
身
を

削
り
、
未
来
の
人
材
育
成
に
投
資
す
る
努
力
は
、
結

果
的
に
日
本
の
研
究
力
・
技
術
力
の
向
上
と
い
う
果

実
を
実
ら
せ
る
だ
ろ
う
。

力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
5
年
と
い
う
期
間
を
利
用
し

て
、
研
究
の
基
盤
を
固
め
、
外
部
資
金
を
得
る
道
を

き
ち
ん
と
作
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
、
鎌
土
副
学
長
は
語
る
。

研
究
の
進
捗
は
１
年
に
一
度
の
成
果
報
告
会
で
確

認
さ
れ
る
。
３
年
目
に
は
中
間
審
査
が
行
わ
れ
、
仮

に
審
査
を
通
過
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
残
り
2

年
の
間
に
次
の
キ
ャ
リ
ア
が
見
つ
か
る
よ
う
大
学

が
進
路
相
談
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

戦
略
的
な
教
員
人
事
を
可
能
に
す
る

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制

　

一
方
、
大
学
に
と
っ
て
の
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
戦
略
的
な
採
用
人

事
の
実
現
が
あ
る
。
一
般
的
な
教
員
人
事
で
は
、
教

授
・
准
教
授
・
講
師
・
助
教
な
ど
の
空
き
が
出
た
ポ
ス

ト
に
つ
い
て
公
募
を
行
う
が
、
同
制
度
で
は
大
学
が

重
点
的
に
投
資
し
た
い
分
野
を
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ

ク
教
員
ポ
ス
ト
と
し
て
公
募
す
る
こ
と
で
、
求
め
る

人
材
像
に
沿
っ
た
採
用
人
事
が
可
能
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
同
大
学
で
は
、
選
考
・
評
価
に
あ
た
っ

て
も
、
他
機
関
の
研
究
者
が
参
加
し
て
公
正
・
透
明

な
審
査
を
担
保
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

産
業
界
と
の
連
携
を
強
み
と
す
る
同
大
学
の
特
色

を
伸
ば
す
た
め
、
将
来
的
に
花
開
く
分
野
か
、
産
業

界
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
分
野
か
と
い
う
点
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う
。

　

制
度
導
入
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
採
用
し
た
テ

ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
教
員
は
延
べ
19
人
、う
ち
12
人
が

准
教
授（
テ
ニ
ュ
ア
教
員
）と
し
て
正
式
採
用
と
な
り
、

そ
の
後
、数
名
が
教
授
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

鎌
土
副
学
長
は
、テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
の
成
果

任
期
の
長
さ
に
加
え
、
年
俸
制
の
給
与
以
外
に
初

年
度
1
、
0
0
0
万
円
、
2
年
目
5
0
0
万
円
、
3

年
目
以
降
2
0
0
万
円
の
傾
斜
を
つ
け
た
研
究
資

金
の
提
供
も
、
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
は
魅
力
的
だ
。

こ
れ
に
は
、
研
究
の
ア
イ
デ
ア
が
わ
き
あ
が
る
若
い

時
期
に
、
十
分
な
資
金
で
支
援
し
、
貴
重
な
発
見
・

発
明
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

若
手
研
究
者
の

自
立
の
た
め
の
手
厚
い
支
援

　

初
め
て
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
を
導
入
し
た
際

の
反
響
に
つ
い
て
、
鎌
土
重
晴
副
学
長
は
「
５
名
の

採
用
枠
に
数
百
人
も
の
応
募
が
。
若
手
研
究
者
に

と
っ
て
研
究
に
集
中
で
き
る
環
境
が
ど
れ
ほ
ど
重

要
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」と
語
る
。

　

同
大
学
独
自
の
取
組
と
し
て
、テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ

ク
教
員
は
、
産
学
融
合
特
任
准
教
授
ま
た
は
産
学

融
合
特
任
講
師
と
し
て
採
用
後
、
産
学
融
合
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
セ
ン
タ
ー
と
い
う
全
学
的
な
組

織
に
所
属
す
る
。
小
野
浩
司
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
セ

ン
タ
ー
に
所
属
す
る
こ
と
で
、
入
試
業
務
や
学
生
へ

の
授
業
な
ど
、
各
専
攻
で
分
担
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
専
門
分
野
が

違
っ
て
も
、テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
教
員
た
ち
全
員
が
、

５
年
の
任
期
の
間
に
結
果
を
出
す
と
い
う
同
じ
目

標
を
持
つ
仲
間
な
の
で
、
悩
み
を
共
有
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
気
持
ち
の
支
え
と
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

こ
の
よ
う
に
研
究
の
独
立
性
を
保
障
す
る
一

方
で
、
研
究
主
催
者（
PI
）と
し
て
の
自
立
も
促
す
。

「
今
の
時
代
、
研
究
者
は
国
か
ら
の
科
研
費
、
民
間

か
ら
の
共
同
研
究
費
、
寄
付
金
な
ど
を
獲
得
す
る
能



鳴門教育大学では、徳島県内の四国八十八ヶ所霊場札所を巡

り歩き、遍路地域の文化や自然、遍路を支える人々の活動、自治

体の取り組みなどに学生が直接触れることができるユニークな

授業科目を開講している。授業では四国遍路についての基礎知

識を講義形式で学んだ上で、実際に県内10カ所の札所を巡る1

泊2日の歩き遍路実習を行う。将来は地域の教員として教育や

学校現場に携わる学生にとって、四国に根付く遍路文化を体験

的・実践的に学べることは、自己を見つめ直す機会となるばか

りでなく、地域文化を理解・尊重する基盤的態度や視座を形成

することができる機会となっている。

同大学はこの科目を「阿波学」として四国内の8大学にも提供。

地域文化を理解し、地域に貢献できる人材の育成を目指す。

歩
き
遍
路
を
体
験
す
る
学
生
た
ち
。

鳴
門
教
育
大
学

福島大学は、2017年4月に「めばえちゃん」を

同大学公式マスコットキャラクターに任命した。

めばえちゃんは、東日本大震災からの復興支援

を目的に設立された「福島大学うつくしまふくし

ま未来支援センター」のマスコットキャラクター

として誕生。2013年よりさまざまなイベントに

出演し、同センターだけでなく福島大学の取組に

ついても幅広くPRしてきた。その活躍が認めら

れ、この度の公式な任命につながった。

同大学の学生2名のデザインによるめばえちゃ

んは、福島県阿武隈高地の深い森に住む木の妖精。

2011年3月のある日、双葉郡から福島市へ移動

する車の列を追いかけて同大学にたどり着いた。

幼稚園の先生になることが夢であり、これからも

県内の子どもたちを応援し、大学や県産品のPR

を通じて県の復旧・復興に貢献する。

中
井
勝
己
学
長
か
ら
辞
令
を

受
け
取
る
「
め
ば
え
ち
ゃ
ん
」。

福
島
大
学

京都教育大学
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2016年12月9日22時26分、種子島宇宙セ

ンターから超小型衛星STARS-C（愛称「はごろ

も」）が打ち上げられた。同機は静岡大学工学部

機械工学科の山極芳樹・能見公博両教授の研究

チームが、地元企業と協力して開発した静岡県

初の人工衛星。愛称の「はごろも」は、全国150

通の応募の中から浜松市在住の河野信希君（小

学5年）ら4名の案により決定した。

国際宇宙ステーションに輸送された「はごろ

も」は、12月19日17時50分に宇宙空間に放出

され、翌20日には初めてのモールス信号を地

上で受信。衛星の子機と親機をつなぐ100mの

ケーブル「テザー」の伸展技術は、将来の宇宙エ

レベーターの実現の要であり、今後は宇宙にお

ける実証実験を行っていく。

静岡大学

地域の夢と希望を抱き、「はごろも」の挑戦は続く。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
実
現
へ
の
挑
戦　

超
小
型
衛
星「
は
ご
ろ
も
」

京都教育大学教職キャリア高度化センターで

は、2014年度から「先生を“究める”Web講義」

の動画配信システムを開始した。同大学が提供す

る修士向けの学修プログラムを現職教員に提供。

いつでもどこでも学びたい項目が学べるシステ

ムの利点を生かし、日常業務を遂行しながら専門

性を高めてもらう。プログラムには大阪教育大

学、奈良教育大学並びに京都府・市教育委員会も

参加し、連携により番組を制作提供している。

同システムは教員免許状更新講習にも導入さ

れており、対面授業と組み合わせた効率的な受講

が可能。自宅などで講義を視聴し、学校現場での

実践と照らし合わせながら課題解決の方向性を受

講者同士で議論する。受講生からも好評で、今後

はさらなるシステムの構築・体系化を進めていく。

「
先
生
を“
究
め
る
”Ｗ
ｅ
ｂ
講
義
」で

教
員
ら
を
サ
ポ
ー
ト

地域に生きる文化に学ぶ！
「歩き遍路実習」

20周年記念事業を通じ、
修了生の絆強化へ

視聴画面の一例。

大学公式マスコットに
「めばえちゃん」を任命



鹿児島大学は2017年度から「地域人材育成プラット

フォーム」を開設。卒業後の学生の地域への定着を目指す

「かごしまキャリア教育プログラム」と、地域の歴史や伝

統、文化、自然を学際的に学ぶ「かごしま地域リサーチ・プ

ログラム」の2つのカリキュラムが置かれている。その特

徴は学部横断型の多様な教育プログラムと、インターン

シップやフィールドワークなどの実地体験。社会におけ

る実践力を身に付けることを目的とする。

修了した学生には、これまでの学びの内容と身に付けた

能力がわかる「修了証明書」が渡される。将来的には、地

元での就職や地域貢献活動に活用してもらうことを目指

している。

地上7階、地下1階からなる国際科学イノベーションセンター。

課
題
解
決
策
を
話
し
合
う

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。

本プラットフォームの基礎的科目「大学と地域」の授業風景。

2015年3月に完成した国際科学イノベーションセンター

では、スーパーコンピュータや測定評価分析装置が多数配

備され、信州大学が強みとするナノカーボン材料を使った

革新的な逆浸透膜の開発など最先端の研究が行われている。

その研究が描く将来ビジョンは、「世界中の誰もが十分な水

を手に入れられる社会」の実現。国が推進する全国18カ所

のCOI拠点の一つ、「世界の豊かな生活環境と地球規模の持

続可能性に貢献するアクア・イノベーション拠点」に採択さ

れ、産学官の連携による研究開発に取り組む。

同センターには太陽光発電、燃料電池など21項目の環境

配慮設備が盛り込まれ、CO2排出量の半減を目標としてい

る。研究成果を紹介する展示コーナーや、シンポジウムなど

を行うセミナースペース、ワークショップスタジオも整備

され、頻繁に利用されている。

小樽商科大学

鹿児島大学

政
策
研
究
大
学
院
大
学

小樽商科大学ではグローバル時代の北海道における経済

活性化の拠点として、グローカル戦略推進センターを2016

年4月に本格的に稼働。同センターの産学官連携推進部門で

は、地元企業の経営者を対象とした講義や、医療・観光等の

教育プログラムの実施など、地域経済を担う人材育成に力

を入れている。

経済産業省の支援を受けて実施する「地域医療マネジメ

ントコース」では、地域の医療機関や関連企業など10社以

上と連携し、経営幹部層向けのトップコースと中間管理層

向けのミドルコースの2コースを開発。業界のトップ人材を

講師に迎えて講義やグループワークなどを行い、他の地域

への波及や大学院での講義化なども視野に入れている。

産学官連携によるこれらの人材育成事業は、地域貢献を

使命とする同大学が実践してきた実学教育を社会に還元す

るものであり、地元から大きな期待が寄せられている。

2017年に政策研究大学院大学（National Graduate 

Institute for Policy Studies：通称GRIPS）は、開学

20周年を迎える。またその前身である埼玉大学政策科

学研究科（Graduate School of Policy Science：通

称GSPS）の設置からは40周年を迎える。節目の年に

あたり、同大学では記念式典やホームカミングイベン

トの開催、同窓会の組織化支援、GRIPS基金の拡充な

どを計画。国内外のGRIPS・GSPSの修了生にも参加

を呼びかける予定である。

同大学の学生の多くは、公共部門の実務経験を有す

るミッドキャリアの職員でもあり、６割以上が留学生。

将来の指導者となりうる国内外の学生が互いに切磋琢

磨し、絆を深めることができる国際的な教育環境があ

る。こうした学風を将来にわたって支えていくために、

周年記念事業を通じて修了生との関係強化に取り組ん

でいく。

開学20周年・
創設40周年記念ロゴ。

信州大学
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学
部
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

地
域
人
材
を
育
成

産
学
官
連
携
に
よ
る

地
元
企
業
向
け
経
営
層
育
成

ア
ク
ア・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
拠
点

「
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

20周年記念事業を通じ、
修了生の絆強化へ



今、学生は！
Forefront of Student Initiatives
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「日本の航空機の父」二宮忠八の想いをのせて。

決勝大会後、日銀副総裁らと記念撮影。

大
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
金
融
分

野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト「
第
12
回 

日
銀
グ
ラ
ン
プ

リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」の

決
勝
大
会
が
、
２
０
１
６
年
12
月
に
日

本
銀
行
本
店
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
大

会
に
２
年
連
続
で
決
勝
進
出
し
た
の
が
、

弘
前
大
学
人
文
学
部
金
融
論
ゼ
ミ（
飯

島
裕
胤
教
授
）の
学
生
グ
ル
ー
プ
だ
。

同
ゼ
ミ
は
昨
年
、北
海
道
・
北
東
北
３

県
の
大
学
と
し
て
初
の
決
勝
進
出
を
果

た
し
、最
優
秀
賞
に
輝
く
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。
今
回
出
場
し
た
38
大

学
118
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、決
勝
戦
に
進

出
し
た
の
は
わ
ず
か
５
チ
ー
ム
。
そ
の
う

ち
同
大
学
以
外
は
全
て
東
京
都
内
の
大

学
で
あ
り
、決
勝
へ
進
出
し
た
唯
一
の

地
方
大
学
と
し
て
大
き
な
存
在
感
を
見

せ
、見
事
準
優
勝
に
あ
た
る「
優
秀
賞
」

を
勝
ち
取
っ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ

ン
パ
ク
ト
が
照
ら
す
未
来
～
健
康
が
生

み
出
す
新
た
な
収
益
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

獲
得
～
」。
青
森
県
庁
か
ら
委
託
さ
れ
た

企
業
の
健
康
改
善
に
関
す
る
実
地
調
査

を
通
じ
て
、企
業
で
の
健
康
改
善
に
お

け
る
重
要
な
経
済
学
的
問
題
を
見
い
だ

し
、さ
ら
に
問
題
を
金
融
的
に
解
決
す

る
手
法
を
考
案
し
た
。
審
査
員
か
ら
は

「
中
小
企
業
の
健
康
改
善
と
い
う
時
代

の
最
優
先
課
題
を
取
り
上
げ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
研
究
。
金
融
機
関
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
一
層
の
検
討
が
あ
る
と
さ

ら
に
良
く
な
る
」と
激
励
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。

出
場
し
た
４
年（
当
時
３
年
）の
小
原

安
珠
さ
ん
は
、「
質
疑
で
は
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
質
問
が
多
く
、回
答
す
る
の

が
大
変
だ
っ
た
。
一
方
で
課
題
も
明
確

に
な
っ
た
の
で
、改
善
し
て
事
業
化
を

実
現
し
た
い
」と
振
り
返
り
、今
後
の
意

気
込
み
を
語
っ
た
。
指
導
し
た
飯
島
教

授
は「
金
融
の
プ
ロ
か
ら
の
厳
し
い
質

問
は
学
生
を
一
層
成
長
さ
せ
る
。
今
回

は
、学
生
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
機
会

だ
っ
た
」と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

同
大
学
の
教
育
活
動
が
全
国
ト
ッ
プ

水
準
に
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
2
年
連

続
の
決
勝
進
出
。
今
後
も
よ
り
良
い
教

育
を
提
供
し
、学
生
と
と
も
に
進
化
を

続
け
る
と
い
う
。

｢日銀グランプリ｣で
２年連続決勝進出！

弘前大学／
人文学部金融論ゼミ

愛
媛
県
の
生
ん
だ
偉
才
・
二
宮
忠
八

（
１
８
６
６
～
１
９
３
６
年
）。
ラ
イ
ト
兄

弟
よ
り
も
先
に
、世
界
で
初
め
て
動
力

付
き
模
型
飛
行
機
の
飛
行
実
験
に
成
功

し
、現
代
で
は「
日
本
の
航
空
機
の
父
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
人
物
だ
。
そ
ん
な
彼

の
夢
を
受
け
継
い
で
人
力
飛
行
機
の
開

発
・
製
作
に
挑
む
の
は
、愛
媛
大
学
航
空

力
学
研
究
会「
二に
の

宮み
や

翔し
ょ
う

会か
い

」 。
忠
八
が
考

案
し
た“
カ
ラ
ス
型
模
型
飛
行
器
”を
人

力
飛
行
機
と
し
て
再
設
計
し
、「
平
成
カ

ラ
ス
号
」と
名
付
け
て
蘇
ら
せ
た
。

こ
れ
ま
で
11
機
の
平
成
カ
ラ
ス
号
を

製
作
し
、「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」へ
6

回
出
場
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
に
は

自
己
最
高
の
飛
行
距
離
７
６
９
・
７
ｍ

を
記
録
、
２
０
１
１
年
に
は
全
国
5
位

の
成
績
を
収
め
た
。
ま
た
２
０
１
４
年

11
月
に
は
、世
界
で
初
め
て
燃
料
電
池

を
搭
載
し
た
人
力
飛
行
機
の
飛
行
に
成

功
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
水

素
社
会
へ
の
一
歩
と
し
て
、メ
デ
ィ
ア

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
飛
行
距
離
に
お
い
て
は
、今

な
お
２
０
１
０
年
の
記
録
を
超
え
ら
れ

ず
に
い
る
。
そ
も
そ
も
カ
ラ
ス
型
模
型

飛
行
器
は“
無
人
”飛
行
機
で
あ
り
、人

力
飛
行
機
と
し
て
再
設
計
す
る
た
め
に

は
安
定
性
や
漕
い
だ
動
力
の
伝
達
、方

向
転
換
の
制
御
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
難
問

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
飛
行
距
離
を
延
ば
す
と
な
れ
ば
、一

か
ら
の
大
改
造
が
必
要
と
な
り
、当
然

多
く
の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
２
０
１
７
年
2
月
、二
宮
翔

会
は
愛
媛
大
学
初
と
な
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
機
体
の

製
作
費
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、学
内
外
か

ら
の
温
か
い
支
援
に
恵
ま
れ
、見
事
に

目
標
額
を
達
成
し
た
。
代
表
の
工
学
部

4
年
・
辻
下
新
也
さ
ん
は
、「
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
必
ず
成
功
さ
せ
て
、あ
ら

た
め
て
二
宮
忠
八
の
偉
業
と
忠
八
を
生

ん
だ
愛
媛
県
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
る
。

次
の
目
標
は
、低
翼
型
人
力
飛
行
機

の
日
本
記
録
で
あ
る
1.6
㎞
を
超
え
る
、

2
㎞
の
フ
ラ
イ
ト
を
人
力
の
み
で
達
成

す
る
こ
と
。
忠
八
の
、そ
し
て
二
宮
翔
会

の
夢
を
乗
せ
て
、飛
べ
！ 

平
成
カ
ラ
ス

12
号
!!

飛べ！ 平成カラス12号！
日本記録超え目指して

ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。

愛媛大学／二宮翔会
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九
州
工
業
大
学
の
学
生
創
造
学
習
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
）の
一
つ
で
あ
る

衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
同
大
学
戸

畑
キ
ャ
ン
パ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
科
の

学
生
が
自
主
的
に
集
ま
り
、
２
０
１
４

年
か
ら
開
発
を
始
め
た
。
完
成
し
た「
Ｐ

Ｐ
Ｔ
実
証
衛
星
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ
︲
Ｖ
ｅ
ｌ
ｏ

ｘ
Ⅲ
」は
、２
０
１
６
年
12
月
に
Ｈ
︲
Ⅱ

Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
無
人

補
給
機「
こ
う
の
と
り
６
号
機
」に
よ
り

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
I
S
S
）へ

運
ば
れ
、２
０
１
７
年
１
月
、宇
宙
空
間

へ
放
出
さ
れ
た
。

Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ
は
縦
横
各
10
㎝
、高
さ
22

㎝
の
直
方
体
で
、重
さ
2.3
㎏
の
超
小
型

衛
星
。
衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
約
50
名
が
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
南

洋
理
工
大
学
の
学
生
ら
と
共
同
で
開
発

を
進
め
て
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
安
島
久
晴
さ
ん（
工
学
部
電
気

電
子
工
学
科
４
年
）は「
当
時
は
高
校
を

卒
業
し
て
１
年
足
ら
ず
。
衛
星
の
基
板

設
計
や
海
外
の
大
学
と
の
や
り
取
り
に

は
、専
門
知
識
も
英
会
話
力
も
な
い
ま

ま
挑
み
、苦
労
の
連
続
で
し
た
」と
振
り

返
る
。

安
島
さ
ん
は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

で
の
打
ち
上
げ
に
も
立
ち
会
い
、轟
音

と
と
も
に
地
球
を
離
れ
て
い
く
衛
星
を

少
し
の
寂
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
見
送
っ

た
。「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
自
分
た

ち
が
作
っ
た
衛
星
が
宇
宙
空
間
に
出
ら

れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
が
、今
後
の
細

か
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
重
要
」と
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
。

衛
星
は
高
度
４
０
０
㎞
前
後
の
軌
道

で
、地
球
を
約
１
８
０
日
間
か
け
て
周

回
す
る
予
定
。
そ
の
間
、Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
放

出
さ
れ
る
衛
星
バ
ス
の
確
立
や
、電
気

推
進
機「
パ
ル
ス
・
プ
ラ
ズ
マ
・
ス
ラ
ス

タ
ー（
Ｐ
Ｐ
Ｔ
）」の
作
動
実
験
な
ど
に

取
り
組
む
。

※
学
生
創
造
学
習
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
学

生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自
主
的
な
課
外
活
動

を
通
し
て
、課
題
探
究
と
そ
の
解
決
能
力
を

育
て
、企
業
や
社
会
に
お
い
て
先
導
的
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る

創
造
的
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
１
団
体

２
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
活
動
経
費
を

支
援
し
て
い
る
。

学部生による
超小型衛星、宇宙へ

九州工業大学／
衛星開発プロジェクト

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育

学
類
附
属
高
等
学
校
3
年
の
直
江
綾
太

郎
さ
ん
と
小
菊
聡
一
郎
さ
ん
は
、昨
年

第
11
回
全
国
高
校
生
金
融
経
済
ク
イ
ズ

選
手
権「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
全
国

大
会
」に
出
場
し
た
。
チ
ー
ム
名
は「
神じ
ん

護ご

景け
い

雲う
ん

」。
奈
良
時
代
に
使
わ
れ
た
四
字

年
号
の
一
つ
だ
。
同
大
学
附
属
高
校
の

生
徒
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
３

年
連
続
９
回
目
で
あ
り
、二
人
は
悲
願

の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

同
大
会
は
認
定
N
P
O
法
人
金
融

知
力
普
及
協
会
が
主
催
し
、
内
閣
府
、

文
部
科
学
省
、金
融
庁
の
後
援
を
受
け

て
開
催
さ
れ
る
。
高
校
生
に
金
融
経
済

を
学
ぶ
機
会
を
与
え
、自
ら
の
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け

の
場
と
な
る
こ
と
が
目
的
だ
。

直
江
さ
ん
と
小
菊
さ
ん
は
北
國
銀
行

主
催
の
石
川
県
大
会
決
勝
で
、最
後
の

1
問
で
逆
転
し
、石
川
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

全
国
大
会
で
は
準
々
決
勝
へ
の
シ
ー
ド

権
を
最
下
位
の
12
位
で
獲
得
。
決
勝
進

出
の
際
も
４
位
で
滑
り
込
み
、続
く
決

勝
で
見
事
に
逆
転
優
勝
を
果
た
し
た
。

二
人
は
勝
因
を「
知
識
不
足
を
戦
略
で

補
う
こ
と
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。
昨
年
、

準
々
決
勝
で
敗
退
し
た
悔
し
い
思
い
を

バ
ネ
に
、捲
土
重
来
の
気
持
ち
で
努
力

し
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」と
分
析
し
、

「
常
に
薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
戦
い
だ
っ

た
」と
振
り
返
る
。

二
人
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ボ
ス
ト
ン
へ
の
研
修
旅
行
が
贈
ら

れ
、企
業
訪
問
や
現
地
で
活
躍
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
う
予
定
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う

世
界
経
済
の
中
心
に
飛
び
こ
み
、ビ
ジ

ネ
ス
の
最
前
線
を
肌
で
感
じ
た
い
。
将

来
は
世
界
経
済
を
牽
引
で
き
る
よ
う
な

経
済
人
に
な
り
た
い
」と
輝
く
よ
う
な

笑
顔
で
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。

2
0
1
4
年
度
に
文
部
科
学
省
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指

定
さ
れ
た
同
大
学
附
属
高
校
は
、社
会

ま
た
は
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
に
関
す
る
公
益

性
の
高
い
国
内
外
の
大
会
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
推
奨
し
て
お
り
、大
学
と
し

て
も
二
人
の
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

「エコノミクス甲子園」
初優勝！
金沢大学人間社会学域
学校教育学類附属高等学校／
直江 綾太郎さん＆小菊 聡一郎さん

見
事
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
、直
江
綾
太
郎
さ
ん（
左
）と

小
菊
聡
一
郎
さ
ん（
右
）。

自作の基板を手にする
安島久晴さん。

この衛星AOBAは現在
400㎞上空を周遊中。




